
昭和49年 10月 10日
月 刊（毎月10日発行） 一

底

令書'I2 3 0 ~· ひさあ？線広

僕警%t''

昭和32年 8月8目
ー ，~3 種郵便物鹿司 一一

同区
古
川
口

No. 2 3 0 

llfl .fll 4 9 {I' 

I OJ J 101::1発行

叫三

ハ
上
は
、
か
つ
て
の地

町
通
り
V

八
ト
は

一
新
し
た
叫
れ
の
殿
町
泊
り

（ほ
ぽ
同
じ
場
所
）
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(1) 

そ
の
芭
、
説
巴
町
に
和
め
て

十
刊
没
ガ
富
刀
打
川
だ
と
f
う

は
る
げ
ゆ
る
色
件
わ
同一作
川一一ハ

な
べ
か
忍
を
か
つ
い
で

罪
判
長
ロガ
通
つ
だ
遵

道
の
商
駒
刀
ら
、
け
や
き
ゃ
だ
いりの
不

ガ
、
う
っ
そ
う
と
穫
い
か
ふ
さ
り、

昌
一な
お
暗
い
暦
．
し
の
虐
円
っ
と
ベ

ムつ
や
か
や
ふ
き
の
震
家
ホ

支
化
住
宅
に
建
て
替
わ
り
、

道
路
も
こ
九

μ
に
広
／＼
宇一一一しく

整
え
ら
杓
、

自
家
用
車
や
大
型
観
光
パ
ス
ガ
紋
走

す
る
、
小
川
元
湾
へ
の
道
コ

今月 のおもな記事

。組織議会聞かれる

。2万町民の台所、 48年度決算

。遺族優護法の改正
。老人保郡センターできる

。蹴ロナを迎えたill崎市次郎さ

ん

。中高年令名駅周促進月間

。観〉もだより

。スポー ツコーナー

。火災予防と尚防秋季’＇kt!'/
。宵『千下．滋会l:!Nかれる

。成人式にのぞまれるみなさん
A.. 

コ薬剤師看護婦係用募集公針

。朝日町長寿者添付ヲ，．nH
M

守，．



朝
日
町
議
会
第
五
回
臨
時
会

ー
組
織
議
会
開
か
れ
る

l

議

畏

に

酒

井

栄

氏

一
副
議
長
に
山
間
政
治
氏

監
査
委
員
に
深
松
実
氏
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先
に
行
わ
れ
た
議
会
議
員
選

挙
初
の
昭
和
四
十
九
年
第
五
回

明
日
町
議
会
臨
時
会
（
組
織
議

会
）
は
九
月
三
日
招
集
さ
れ
当
選
さ
れ
た

二
十

一
議
ぬ
が
出
府
し
て
附
会
さ
れ
ま
し

た。
本
臨
時
会
で
は
、
正
副
議
長
を
は
じ
め

議
会
の
組
織
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

組
織
議
会
は
ま
ず
年
長
議
員
金
井
敏
治

氏
を
臨
時
議
長
と
し
、
会
期

一
日
と
決
め

さ

議
会
役
員
及
び
委
員
会
組
織

報 …ー・・あ

議
長

酒
井

・……ー…・・ 広

酒
＃
汁
掻
長
略
歴
鹿
業
、
政
壬
社
高
等

工
業
卒
、
町
議
丘
則、

県
町
村
議
長
会
会

長
路
任
、
現
同
議
長
会
刷
門
、
議
長
．
一．M
M

E羽和32年8月88 
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山
岡
政
次

副
議
長

山
岡
副
蛾
長
崎
町
歴

会
社
役
員
、
川
南

商
業
中
退
、
町
議
三
期
、
建
設
要
員
長

総
務
委
員
長
雁
任

た
あ
と
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
投
票
の
結

果
、
酒
井
栄
氏
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

乙
の
あ
と
新
議
長
に
よ
る
議
席
の
指
定

が
あ
り
、
続
い
て
刷
議
長
の
選
挙
、
作
常

任
香
自
の
選
任
、
正
副
憂
国
長
の
五
選
、

新
川
広
域
聞
事
務
組
合
議
会
議
員
の
選
準

が
行
わ
れ
、
以
後
に
町
当
局
か
ら
提
案
さ

れ
た
朝
日
町
蛇
査
委
員
選
任
を
同
意
し
閉

会
し
ま
し
た
。

栄

E健

監
査
委
員

深
松

常
任
委
員
会
委
員

（＠
委
員
長

H
O副
委
員
長
〉

総
務
委
員
会

〈七人）
島

金

井

憲

治

芦

由奇

勇

音

米

国

±. 
g司

酒

井

近
世
膿
栄
之
助

文
教
厚
生
委
員
会

（七人）

q
eo

清

水

賢

｛呆

平

崎

知

勝

山

岡

政

深

松

石

橋

芳

和

美

佐

光

平

栄

産
業
建
設
委
員
会

（七
人）

夫次実

O
水
島
畑
次
郎

扇

谷

隆

二

上

島

栄

作

安

遡

畿

錐

山

崎

清

馬

米

丘

貧
世
田

守
f

・nHuoλυ

新
川
広
域
圏
事
務
組
合

議
会
議
員

(2) 

酒米上

弁田島

吉栄

栄ニ作

・．f
r
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f
．．．
 

地
長
就
任
の
ご
挟
移

酒

井

栄

就
任
に
あ
た
り
ま
し
て

一
五
御
挨
拶
申

h

し
上
げ
ま
す
。

否
は
こ
の
た
び
議
此
の
間
縦
方
の
御
推

山
捕
に
よ
り
ま
し
て
議
長
の
川
氏
織
に
つ
く
こ

V

と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
身
に
あ
ま

J

る
光
栄
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
見
ら
れ
た

へ
と
お
り
全
く
の
浅
学
非
才
で
あ
り
ま
し
て

V

そ
の
穏
で
な
い
と
と
は
よ
く
承
知
い
た
し

川
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
乙
』
に
各
位

汁
の
御
推
せ
ん
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
以
上

．
ゴ
坊
を
挺
し
ま
し
て
初
心
を
民
き
と
厚
志

”
に
報
い
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

な
お
議
会
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
少

山
数
意
見
を
尊
重
し
多
数
決
原
理
に
従
い
、

川
不
偏
、
不
党
公
正
無
私
の
立
場
を
堅
持
い

川
た
し
ま
す
こ
と
を
こ
L

に
お
誓
い
申
し
上

叩
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

地
d
HbH
治
法
施
行
従
来
・

一十
七
年
に
わ

～
た
り
わ
が
明
円
町
議
会
に
お
き
ま
し
で
も

山
秘
権
の
仰
．
怯
と
町
以
の
福
祉

m進
を
け
ざ

叫
し
て
唱F
突
な
渉
み
を
い
肌
け
て
ま
い
り
ま
し

h

た
が
日
ド
当
面
す
る
町
政
に
は
、
な
お
幾

川
多
の
軍
要
案
件
が
山
積
い
た
し
て
い
る
の

内
で
あ
り
ま
し
て
、
ζ

れ
が
解
決
に
は
今
後

～
｝
段
の
努
力
を
波
し
、
議
決
機
凶
の
使
命

ω

は
い
よ
い
よ
宙
天
で
あ
る
と
痛
感
す
る
の

山
で
あ
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
い
た
ず
ら
に
執
行
機
関

J

と
の
熔
撚
を
さ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん



三
万
町
一民
の
一家
計
簿
日

此
山
政
掠
は
、

十
四
倍

一
午
七
凶
八
十
万
川
で

ψ
品
川

し
引
き
「
ム
ハ
千

一
引
い
ハ
十

阿
万
円
」
が
昭
和
四
十
九

年
度
へ
縦
り
越
さ
れ
ま
し
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一
般
会
計
の
歳
入
決
算

は
、
十
四
億
七
千
九
百
四

十
四
万
円
。

さ

町ロH

－

L
R
n
－
 

J

一－
会
罪
．

昭
和
四
十
八
年
度

「
町

の
台
所
」
の
し
め
く
く
り

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

昭
和
四
十
八
年
度
は
、

生
活
環
境
、
教
育
条
件
産

業
基
慾
の
整
備
の
三
大
政

策
を
維
進
す
る
た
め
、
高

令
者
医
療
費
の
公
費
負
担

に
五
平
五
百
十
万
円
、
保

育
所
建
段
寝
撲
費
に
九
千

六
百
四
十
六
万
円
、
小
型

動
力
ポ
ン
プ
、
防
火
水
そ

う
、
打
込
消
火
栓
な
ど
の

増
設
に
七
百
万
円
を
充

当
。

都
市
計
画
街
路
事
鍵
費

に

一
千
八
百
八
万
円
、

道

路
新
設
改
良
事
業
費
に
四

千
七
百
三
十
六
万
円
を
充

災
害
復
旧
事
業
費
に
一

悩
♂一
．
千
六
百
五
十
じ
万
円

を
光
当
。

学
綬
教
材
教
具
の
充
実

学
校
施
設
宣
備
費
に
八
百

七
十
二
万
円
、
町
営
プ
1

W
椴
倒
的
に
百
五
十
万
円

を
充
当。－m幽帯

構
情
造
改
善
事
業
費

に

一一
回
一
千
三
百
五
十
三

万
円
、
林
道
事
業
費
に
三

千
八
百
十
八
万
円
、
観
光

施
設
犠
備
事
業
費
に
九
百

七
十
六
万
円
を
充
当
。

あ幸設
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特
別
会
計
の
決
算
状
況

は
別
表
の
と
お
り
で
、
と

く
に
国
民
健
康
保
険
会
計

で
は
、
支
出
額
の
九
十
三

%
に
あ
た
る
一
一
億
二
百
八

十
八
万
円
が
保
険
給
付
金

被
保
険
者
ひ
と
り
当
た

り
平
均
税
負
担
は

一
万
二

千
円
二
十
三
円
に
苅
し
、

療
養
費
は
三
万
六
月

一
円

で、

自
己
負
担
の
三
併
に

近
い
相
証
扶
助
が
な
ぢ
れ

て
い
ま
す
。

・
病
院
会
計
は
、
歳
入
決

亦
五
惚
凶
千
四
両
九
十
万

円
、
ぷ
出
決
拝
五
位
五
下

四
十
五
万
円
、
差
し
引
き

五
百
五
十
五
万
の
赤
字
。

病
院
事
業
は
、
医
師
の

確
保
や
高
令
者
医
療
費
の

公
館
負
担
、
医
療
費
の
改

定
な
ど
に
よ
っ
て
経
営
内

容
の
充
実
を
図
っ
た
が
、

物
側
の
高
雄
な
ど
診
療
経

費
の
治
高
に
よ
る
も
の
。

以
上
が
昭
和
四
十
八
年

度
の
町
の
財
政
状
況
の
あ

ら
ま
し
で
す
。
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122 fil'l 
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瀞附世

諸収入

訳内入歳

泊
中
部
保
育
所
の
完
成
f

度

ん．J
f

二
一年
川決
一算

農

業
…一

造

改
一善
事
業

，M
刊

総益金
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自動車草川時悦宜付金 0.8%
交 通 安 全 官 付 金 0.1%

~［［ 分 予 算 ~R I 決 扮；紙 I f0~0 ~；北ムf’
ーァ一 一 二一一一一ーーヮ，lfJ：一一一一つ｝i’I. 川
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九ま が げを II汀た艇滋 と 門の協
、す、ま 賜 民 し討を と 及 上 も

九 。私しわ各た片 十 ろ ば に ま
のてり位い 分はずたた

二 就、まのと皆碍申な っ厳
0 任はす一念隙霊すがてし

のなよ陪じ方庁、にら正く
どはうのでのり及議し律
あだ、 御 お 御 う ば 員 く し
い 間 切 躍り， j早 えず 各柑て

歳入

l.9% 2.728万向
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昭和四十八年度
I町の台所」の

しめくくりを

お知らせします。
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iffi エ 賛 1,663 I 1.643 840 
主 木 費 ll ,642 I I, 574 5,9・19 
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教 育 費 14,822 14,535 7,433 
災害復旧 費 13, 717 13.657 6,984 
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6,648 6,524 3,336 
詩文 出 金 唱50 45() 230 
予 備 t償 161 

メλ 計－ 143,469 141. 780 

U
一一
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ふ一品

217 

計

2.126 

223 

収入

22.ら12

3.267 

]JIJ 

会計の別

留 J.＼：鍵泌保険

診 療 所

簡 易水道

府水

特
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地
政
慌
ぬ
に
つ
い
て

ー
法
律
ガ
改
め
ら
れ
ま
し
肯

γ

品勝
戦
没
者
の
遺
族
の
方
々
へ
お
知
ら
せ
傘

一、

昭
和
四
十
九
年
度
の

法
律
改
正
に
つ
い
て

。
戦
没
者
の
饗

昭
和
六
年
九
月
十
九
E
か
ら
十
．一

年
七
月
六
日
ま
で
の
満
州
事
変
等
で

戦
死
、
戦
病
死
し
た
軍
人
等
の
安
に

「
戦
没
者
等
の
姿
に
対
す
る
特
別
給

付
金
」

六

O
万
円
（
十
年
償
還
の
問

悩
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

。
戦
没
者
の
父
母
等

し
昭
和
六
年
九
月
十
八
日
か
ら
十

．
一
年
七
月
六
日
ま
で
の
満
州
事一
致

等
で
戦
死
、
戦
病
死
し
た
句
人
等

の
父
母
又
は
祖
父
母
に
「
戦
没
者

の
父
母
等
に
対
す
る
特
別
給
付

金
」
三
十
万
円
（
五
年
償
還
の
国

債
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し

次
の
二
つ
の
条
件
を
備
し
て
い
る

事
が
必
要
で
す
。

ァ
、
戦
没
者
が
戦
没
し
た
当
時

そ
の
戦
没
者
以
外
に
子

χ
は

孫
が
い
な
か

っ
た
こ
と
り

ィ
、
昭
和
四
十
九
年
九
月
二
．十

円
ま
で
の
聞
に
白
然
胤
族
た

る
子
又
は
孫
を
有
す
る
に
至

ら
な
か
っ
た
と
と
。

2

以
前
に

「
戦
没
省
の
父
母
匂
に

対
す
る
特
別
給
付
金
」
十
万
円
を

「
第
一一
．同
特
別
給
付
金
団
附
債
券

（
ろ
号
）
で
受
給
し
た
β
は
、
陪

和
田
十
九
年
十
月

一
日
以
降
に
今

度
一
は
三
十
万
円
存
請
求
す
る
乙
と

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
石
の
条
件

イ
を
満
し
て
い
あ
と
と
が
必
要
で

4
90
 

一一、
請
求
時
効
が
近
づ
い
て

い
ま
す

。
特
別
弔
慰
金

戦
没
者
の
選
肢
で
公
務
扶
助
料
又

は
遺
族
年
金
等
を
安
一
給
し
て
い
る
者

が
い
な
い
場
合
に
肢
没
者
の
思
議
の

た
め
に
遺
族
に
「
特
別
弔
慰
金
」

三

万
円
（
十
年
償
還
同
信
）
が
支
払相さ

れ
ま
す
D

た
だ
し
次
の
条
件
が
あ
り

ま
す
。

ァ
、
以
前
に
戦
没
者
に
つ
い
て
こ
の

特
別
ゆ
慰
金
二e

万
円
を
も
ら

っ
た

こ
と
が
な
い
。

ィ
、
間
和
四
十
七
年
四
月
一

日
現
代

に
お
い
て
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年

金
等
を
受
給
し
て
い
る
迫
紋
が
い

な
い
こ
と
。

特
別
市
町
A
M
は
、
附
利
冗
十
年
荒
川

一一
十
八
円
ま
で
に
請
求
し
な
い
と
請
求

権
が
削
減
し
ま
す
。

技
巧
さ
れ
る
方
は
役
助
作
氏
謀
術
枇
係

で
手
紙
し
て
く
だ
さ
い
。

老人保祭センタ一利用料

料

老
人
保
養
セ
ン
タ
ー

A
V
新
川
荘
⑮
が
で
き
ま
じ
た
。

ー
宇
奈
月
町
｜

O
利
用
申
込
み

宇
奈
月
町
役
場
住
民
福
祉
課

（

T
E
L）
！
口
実
五
六
l
l

五
｜

O

一
一
一一

）

八
写
真
は
オ
ー
プ
ン
し
た

老
人
保
韮
セ

ン
タ
ー

v

ii’l 

料

石
田

叩
一

民

↑
1
一
1
一

度

一

一

一

川
一
勃
山
一
旧
一

泰

一

一

一
Z
一円
∞

叩

一
∞

∞

事
一
幻
一
6

J

J

6

k
j｜四

j
l
m

』刀
U

一

1
l

一人
ど
一
人

一
昨

一
川

一
山
凶

一中

一小

一老
ι
司
叶
川
町

新
川
広
域
閤
援
興
整
備
事
業
計
画
に
基

づ
き
、
昭
和
四
十
八
年
卜
月
か
ら
下
新
川

郡
宇
奈
月
町
の
駅
前
附
近
に
老
人
保
養
セ

ン
タ
ー
を
建
設
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
乙

の
程
完
成
し
ま
し
た
。

ζ

れ
は
、
二
市
三
町

（魚
津
市
、
黒
部

市
、
入
山
富
町
、
朝
日
町
、
宇
奈
月
町
）
が

老
人
福
祉
事
業
の

一
環
と
し
て
、
老
人
の

方
々
に
部
独
感
や
疎
外
感
、
あ
る
い
は、

不
安
感
を
解
消
し
、
快
適
な
U
常
生
活
を

営
ん
で
も
ら
お
う
と
老
人
相
互
の
集
会
場

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
が
数
多
く
兼

備
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
後
の
利
朋
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

O
胞

設

大
広
閣
一
、
符
申告

F
六、

場

て

食

設
、
休日山中南

収
容
定
自

宿

泊

八

十

名

休

憩

l
百
六
十
名

100 )_O 

10 

分

7i'i 

区

人－
f谷

配
E
F

開
一
円
加
一

叩
一
日
一
閃
一

日
一
虻
一

日

程

一

一

一

一

一

一

胤

一%
旧
一
叩
一
川
一
川
一
川
一
川
一
川一

n

泰
一

一

一

一
一

一

制

一向
側

一
羽
一
別

一
則

一
仰
一
川
一
問
一
日

間

川門
別

問

一

m
m一
則
一
日
一
川
一
∞

川

」

；

一
4

；
－
3

一
1

一
」

l

…

川

一
三

間

一
サ

一

団

一

判

分

人

山

一

人

間

一

判

才

F

一
fF

区
一
老

一

別

配

iOO 

の

｛本111.~不iJJtl料

ti.¥( そ

2. 

満
百
オ
の
長
寿
を

迎
え
ら
れ
だ

山

崎

市

次
郎
さ
ん

＠
舟
川
新

(4) 

山
崎
市
次
郎
さ
ん
（
舟
川
新
）
が
八
月

十
八
日
で
満
百
歳
を
迎
え
ら
れ
、
総
理
大

臣
、
県
知
事
、

町
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
表
彰

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

山
崎
さ
ん
は
明
治
七
年
の
生
ま
れ
。
明

治
三

O
年
同
僚
の
諜
井
十
三
郎
氏
と
協
力

し
首
飾
十
年
の
歳
出
け
を
質
し
て
全
国
に
先

が
け
ば
国
務
盟
を
実
施
す
る
と
い
う
偉
業

を
な
し
と
げ
ら
れ
ま
し
た
。

新
聞
に
毎
日
聞
を
通
し
、
ま
た
車
む
し

り
も
す
る
ほ
ど
ぷ
気
。
も
っ
と
も
っ
と
長

生
き
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

八
写
真
は
町
長
か
ら
記
怠
品
の
肖
像
画

を
附
ら
れ
る
山
崎
市
次
郎
さ
ん
V
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i湖沼ぎ決
中
高
年
令
者

雇
用
促
進
月
間

問
月
1
日
1
印
月
別
日

中
高
年
令
書
時
代

以
近
よ
く
入
手
不
起
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
不
足
の
内
し
い
の
は
打
い
人
で
中
山

年
令
者
の
凶
制
作
は
、
む
し
ろ
此
椴
雌
の
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
引
か
ら
、
労
働
省
、
山
山

県
及
び
倣
印
公
共
職
業
安
注
所
で
は
、
川

月

1
u
i
引

μま
で
を

「
小
刈
年
令
指
刷

用
促
進
月
間
」
と
り
た
め
中
間
年
令
市
刊
の
刷

用
促
進
の
た
め
迎
動
を
強
刀
に
展
開
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

長
い
社
会
午
前
を
体
験
し
た
中
尚
年
令

者
に
は

①
符
い
人
の
見
臨
し
が
ち
な
制
か
い
と

こ
ろ
ま
で
住
怠
が
ゆ
き
と
ど
く

第 23 0 I; ひさあ

雪
倉
岳
避
難
小
屋

新
築
な
る

朝
日
1
白

F

中
部
山
岳
国
立
公
園
の
、
白

馬
岳
l
朝
日
岳
に
あ
る
雪
倉
岳

避
難
小
屋
が
今
冬
の
雪
害
で
倒

縫
し
た
た
め
そ
の
新
築
て
事
を

行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

ζ

の

ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

新
設
な

っ
た
避
難
小
屋
は、

鉄
骨
造
り

の
頑
丈
な
も
の
で
、
内
部
は
二
十
名
収
容

で
き
、雪

倉
島
付
近
は
強
風
地
滑
で
、
ガ
ス
も

か
か
り
ゃ
す
く
、
道
に
も
迷
い
や
す
い
所

で
あ
り
、
こ
の
避
難
小
屋
の
新
築
は
、
登

山
者
に
と

っ
て
大
き
な
安
心
と
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

報 一
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①
料
験
に
泌
づ
く
間
断
が
め
り
、
川
川
wm

が
・
ば
川
比
し
て
い
る
。

①
さ
め
ら
れ
た
仕
引
を
民
心
的
に
行
な

い
、
し
か
も
行
動
が
偵
亙
で
あ
る
。

①
上
叶
や
同
僚
と
の
人
間
関
係
が
円
前

と
い
っ
た
長
所
が
あ
る
。

と
の
機
会
に
中
高
年
令
必
の
能
h
H
を
見

町
し
て
く
だ
さ
い
。
尚
巾
・
品
化
・令
必
の
就

職
を
促
進
す
る
た
め
や
、
思
入
を
援
助
す

る
た
め
い
ろ
い
ろ
な
底
助
制
度
が
あ
り
ま

す
の
で
安
定
所
に
問
い
合
わ
せ
の
上
、
せ

い
ぜ
い
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

魚
津
公
共
版
業
安
定
所

－ 

－ 
-． 

八
写
真
は
雪
倉
避
難
小
屋
V

凶
行
だ
一
つ

チ
ビ
ッ
コ
広
場
で
き
る

宮
崎
鹿
島
神
社
境
内

・

川
相
川
町
で
は
昨
年
洲
町
、
松
広
町
に
続

い
て
ζ

の
八
片
目
的
高
山
神
社
境
内
に
チ

ピ
ッ

ー
広
川
樹
を
つ
く
り
ま
し
た
。

ジ
ャ
ン
グ
ル
．シ
ム
、
ブ
ラ
ン
コ
な
ど
四

点
の
川
崎
川
〈
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
御
利
用

ド
さ
い
。

〈
写
貞
は
鹿
品
神
社
境
内

チ
ビ
ヅ
コ
広
場

V

宮
山
県

統
計
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
賞

小
川
中
学
校
溜

九
月
十
四
日
、
富
山
県
グ
ラ
フ
コ
ン
ク

l
wが
開
催
さ
れ
、
小
川
中
学
校
三
年
の

郷
川
陸
子
、
藤
井
知
恵
町
子
さ
ん
、
共
同
研

究
の
作
品
が
見
事
人
卸
し
ま
し
た
。

作
品
は
、
ミ
朝
日
町
の
農
業
ミ
と
題
し
、
著

し
く
変
動
す
る
農
業
を
、
米
の
生
産
量
、

股
問
機
械
の
白
及
状
況
、
経
・蛍
耕
地
面
積

の
舵
修
を
ユ
ニ
ー
ク
な
角
度
か
ら
と
ら
え

グ
ラ
ソ
佑
し
た
も
の
と
し
て
、
好
評
を
得

A
f
刷
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

八
写
真
は
入
賞
し
た
脆

Y
さ
ん
（
右
と

藤
井
さ
ん
（
左
）
〉

県
守
一自
然
公
凶

北
又
ぷ
〈
口
紅
葉
狩
り
ハ
イ
キ

ン

グ

…

ー

l

参
加
者
募
集
｜

期

日

十
月
十
九
日
（
上
）
；
：
：
雨

中

食

各
白
持
参

芙
の
場
合
二
十

六

日

行

程

・
越
道
峠
ま
で
自
動
車
往
復

小
雨
ま
た
は
、
は
っ
き
り
・
北
文
谷
に
て
ナ
メ
コ
汁
昼
食

川

判

断

で

き

な

い

天

候

の

と

き

き

の

こ

狩

り

等

（
自
由
）

は
役
場
産
業
課
（
T
E
L
①

・
北
又
谷
出
苑
午
後
二
時
三
O
V

O
五
二
九）

に
問

い

合

わ

せ

分

、

越

道

峠

着
三
時
一ニ
O
分
、
山

く

だ

さ

い

。

小

川

元

調

着

四

時

（

小

川

元

、

口
集

合

小
川
温
泉
元
臨
前
九
時
三
O

湯
発
午
後
凶
時
二

O
分
の
バ

一

分
（
ち
て
つ
泊
八
時
五

O
分

ス

あ

り

）

、

発
の
パ
ス
あ
り）

募
集
人
員

四

♀

也
（
申
込
順
）

一
会

餐

一
人
七
百
円
（但
し
、
中
高
校

参
加
申
込

朝
日
町
役
届

生
五
百
円
、小
学

生

三

百

円

）

産

業

課

観
先
保

(5) 

和問，...、 退 師j支病院泊 〈 i品 謹婦宥病院泊 （ グ i昌 た人
〈昭〈昭 ifr o 事 1：~1 朝

職田 和職昭 和 職 興日
四 和 四和四 励 lllf 日
十 婦看護病院泊 四新 十 長住凶新 十 助泊技障 をで 町
九 十 九 十 九 病紫旧友は
年 九 採年 室調民 九採 年 手腕酬 の 、事人
九年八年 六 j泊 jjJ

月 上 九探月 描書太 七長月川小 令発り 1rr~ 異
ニ択月沢十 月崎 ニ 品川 哲 動
十 一 一 十 I 
日 京 日法日 日奨 日則 しIt
付子 付 夫 付郎付子付子稔 まな

） しう

7
・n
u
n
u
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ス
ポ
ー
ツ
の
秋

各
地
区
に

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

続
々
結
成

南
保
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

仲
よ
く
協
力
し
合
っ
て
練
習
に
は
げ
も

う
と
水
抜
、
ス
キ
ー
を
中
心
と
し
た
南
保

ス
ポ
ー
ツ
少
年
聞
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

乙
の
少
年
聞
は
問
削
除
小
学
校
三
年
か
ら
六

年
ま
で
の
見
九
人
女
十
人
の
計
十
九
人
で

構
成
さ
れ
、
将
来
は
中
学
生
も
加
わ
る
予

定
で
す
。

蛭
谷
ラ
グ
ビ
ー

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ラ
グ
ビ
ー
を
通
し
て
も
の
お
じ
し
な
い

人
間
、
不
屈
の
摘
を
も

っ
た
人
間
、

相
手

を
大
切
に
す
る
人
附
に
な
ろ
う
と
九
月
一一

目
、
南
保
小
学
校
雌
谷
分
校
に
て
蛭
谷
ラ

グ
ビ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
結
成
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
式
の
あ
と
宵
目
新
し
い
ユ
ニ

ホ
ー
ム
を
箭
た
悶
員
た
ち
は
さ
っ
そ
く
紅

白
試
合
、
間
員
は
小
学
校
二
年
か
ら
六
年

ま
で
の
三
十

一
名
、
な
お
ζ
れ
で
明
円
町

で
は
八
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
聞
が
で
き
ま

し
た
。

さ報 ー－－－ あ
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ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

サ
ッ
カ
ー
試
合

手
に
汗
を
じ
ざ
る
熱
戦

泊

i

笹

川

九
月
十
二
日
、
泊
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
に

お
い
て
泊
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と

笹
川
小
学
校
黒
穫
サ
ッ
カ
ー
チ
l
ム
の
試

合
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
球
が
空
に
あ
が

第
二
十

一
回

少
年
野
球
大
会
成
績

一、

出
外
で
タ
ン
ク
や
ド
ラ
ム
缶
以
外
の

一
八
リ
ッ
ト
W
入
り
の
缶
や
ポ
リ
容
器
で

一
O
Oリ
ッ
卜
戸
以
上、

二
五

O
リ
ッ

ト
ル
未
満
を
貯
藤
ま
た
は
取
扱
う
と
き

は
、
建
物
等
か
ら

一
メ
ー
ト
ル
以
上
離
す

ζ

と
。

一
、
思
外
で
タ
ン
ク
や
ド
ラ
ム
缶
以
外
の

前
号
の
容
鵠
等
で
二
五
O
リ
ッ
ト
ル
以
上

五
の
む
リ
ッ
ト
ル
未
満
を
貯
蔵
ま
た
は
取

投
う
と
き
は
建
物
等
か
ら

一
メ
1
ト
W
以

上
離
す
こ
と
。

て

凶
内
で

一
O
Oリ
ッ
ト
ル
以
上
五
O

O
リ
ッ
ト
ル
未
満
を
貯
蔵
ま
た
は
取
扱
う

と
き
は
、
抗
、
崎
、
床
及
び
天
井
等
を
燃

え
な
い
も
の
で
作
り
、
出
入
口
に
は
鉄
の

一μ
ま
た
は
ト
タ
ン
を
張
っ
た
戸
を
取
付
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
ほ
か
中
に
充

満
す
る
が
ス
を
外
へ
排
出
す
る
設
備
を
設

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
～。

相
し
ブ
ロ
ッ
ク
べ
い
、
燃
え
な
い
物
で

作
っ
た
慣
に
聞
す
る
と
き
は
距
離
を
縮
め

て
も
よ
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

尚
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
消
防
署

へ
問
い
合
わ
せ
下
ざ
い
。

ヲ

s
・4E
E
n
H
V

秋消
季防

4ニj責団
·~ ：習の
ν を
ま
す

A

火
災
と
間
違
わ
な
い
で

く
だ
さ
い
。
v

消
防
団
秋
季
演
習
が
次
の
要
領
で
実
腫

さ
れ、

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
の
で
火

災
と
ま
ち
が
わ
な
い
で
下
さ
い
。

十
一
月
コ
百
（
月
）

朝
日
町
全
域

午
前
七
時
演
習
招
集
信
号

午
前
八
時
半

i
午
前
十
一
時
半

消
防
車
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

尚
当
日
午
前
八
時
半
よ
り
午
前
十

一
時

半
ま
で
の
間
町
全
域
で
消
防
車
が
放
水
訓

練
を
行
い
ま
す
の
で
、
出
た
く
物
等
が
濡

れ
な
い
よ
う
注
意

時場日
間所時

翻組邸謀部高$郡部記r~·v'lf.1t ......示。A与野1

寺
、；

(6) 

場
所

マ
人
権
法
律
相
談

日
時
十
月
十
八
日

午
前
十
時

t
午
後
三
時

場

所

朝

日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

マ
心
配
ど
と
柑
談

日
時
毎
週
火
曜
日

午
前
十
時
J
午
後
三
時

場

所

朝

日
町
禍
祉
セ
ン
1

T
E
L
三

1
0
五
七
六
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第
十
二
回
朝
日
町
青
年
議
会
議
員
選
挙

は
、
去
る
六
月
十
日
に
告
示
、
七
月
十
一

日
の
選
挙
の
結
果
十
八
名
の
当
選
が
確
定

し
、
九
月
十
日
午
後
八
時
よ
り
町
議
会
議

場
に
お
い
て
組
織
議
会
を
聞
き
ま
し
た
。

組
織
議
会
に
先
立
っ
て
行
な
わ
れ
た
閉

会
式
で
は
、
西
岡
連
脊
団
長
の
挟
拶
、

中
川
町
長
、
酒
井
町
議
会
議
長
、
藤
条
教

育
長
、
寺
崎
青
年
団
O
B
会
長
の
激
励
が

あ
り
ま
し
た
。

組
織
議
会
で
は
、
山
崎
秀
行
君
（
泊
）

を
仮
議
長
に
議
事
が
進
め
ら
れ
、
会
期
を

十
一
月
十
日
ま
で
の
六
十
二
日
間
に
、

ま

た
議
長
に
沢
井

一
一
関
君
（
大
）、

副
議
長

に
水
島
部
子
さ
ん
〈
境
）
を
選
出
し
ま
し

た。
そ
の
あ
と
各
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任

及
び
蚤
員
長
、
副
委
員
長
の
互
選
が
行
わ

れ
、
続
い
て
、
谷
口
議
員
よ
り
「
数
年
来

青
年
議
会
で
取
り
上
げ
て
き
て
い
る
町
議

会
広
報
の
必
要
性
を
広
く
町
民
や
町
議
会

へ
呼
び
か
け
、
町
議
会
の
議
会
広
報
発
行

を
促
す
意
味
で
町
議
会
広
報
発
行
促
進
特

別
委
員
会
の
設
置
が
提
案
さ
れ
、
山
崎
議

員
が
賛
成
討
論
を
し
た
後
、
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
寸~ 

dを，
議

長沢

井

副
議
長

水
島
郁
子

ひさあ報
昭和32年8月8目 昨

ー ・Jg3種l:i便物gg可 ・・ ーー IL>. 

男

そ
の
後
、
巾
川
町
長
か
ら

「
昭
和
四
十

八
年
度
施
政
方
針
蹟
説
」
が
あ
り
、
こ
れ

を

一
括
議
題
と
し
各
委
員
会
に
付
託
す
る

と
と
で
、
組
織
議
会
を
終
え
ま
し
た
。

各
委
員
会
別
議
員
名

（
O
は
委
員
長
、

O
は
副
委
員
長
）

総
務
委
員
会
（
十
名
）

。
土
居

勝

彦
（
泊
〉
石
原
真
理
子
（
南
」

小
坂
八
七
男
（
南
）
山
崎
秀
行
（
泊
）

山
本
美
由
紀
（
南
）
氷
見
慎
子
（
泊
）

谷
口
宗
次
（
南
〉
下
回
律
子
〈
泊
）

折
谷
行
栄
（
笹
）
傑
松
政
一
（
笹
）

文
教
厚
生
寮
会
員
（
凶
名
）

。
小
川

雅

幸
｛
大
〉
O
村

口
隆
子
（
泊
）

沢
井

一
男
（
大
）
水
島
部
子
（
境
）

産
業
建
設
委
員
会
（
四
名
〉

。
凶

田

将
（
五
）

O
赤
川
博
子
（
山
）

水
島
正
博
（
境
）
蓬
沢
悦
子
（
山
）

町
議
会
広
報
発
行
促
進
特
別
委
員
会

。
谷
口

宗

次
（南）

O
下
回
律
子
〈
記〕

折
谷
行
栄
（
挺
〉
深
松

政

一
（笹）

朝
日
町

薬
剤
師
、

看

護

婦

採

用
募
集
八
ム
！：：.ヒ
じ1

(7) 

中

権

名名
令

、
選
考
の
日
時
、
渇
所
方
法

面
接
及
び

身
体
検
査

申
込
方
法

受
付
時
間

日

時

所

ま金

ー・
泊

病

院

昭
和
四
十
九
年
十
月
十
日

朝
日
町
長

i
 

l
 

－－－
a

’
 

泊
病
院
に
勤
務
す
る
薬
剤
師
、
看
護
婦
の
採
用
に
つ
い
て
、

次
の
要
領
に
よ
り
募
集
を
行
い
ま
す。

一
、
職
区
分
と
採
用
予
定
人
員

事長

舟j

師

若

二F

方ω選
考

主
と
し
て
人
物
に

つ
い
て
個
別
箇
接

に
よ
り
選
考
を
行

い
ま
す
。

凶
身
体
検
査

職
務
遂
行
に
必
要

な
健
康
度
を
有
す

る
か
ど
う
か
（
主

と
し
て
胸
部
疾
患

の
有
無
に
重
点
を

お
く
。〉

に
つ
い

て
検
査
し
ま
す
。

身
よ
調
査

一
応
券
資
格
の
有
無
、
履
歴
書
記
載
事
項
等
そ
の

一
他
に
つ
い
て
調
査
し
ま
す
n

e
R
目
量
羽

一
昭
和
四
十
九
年
十

一
月
一
採
用
決
定
者
に
は
、
書

採
用
通
知

一
日
軍
E
H
l
j
f
ム
中
旬
一
酎
ヴ
郎
知
山
山
部
れ
。
’
t

図
、
受
付
、
申
込
手
続

次
の
密
類
を
朝
日
町
役
場
総
務
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

山
履
歴
書
（
申
込
前
六
ヶ
月
以
内
に
煉
っ
た
本

人
と
確
認
で
き
る
写
真
（
上
半
身
、

脱
帽
正

面
向
、
縦
六
糎
、
横
四
、
五
種
）
を
は
っ
て

く
だ
さ
い
。〉

間
免
許
書
写
し

（
ま
た
は
在
学
証
明
書
）

昭
和
四
十
九

年

十

月

十

五

同

年

十
月
三
十
一
日

（

木

）

ま

え

玉
、
そ

の

他

詳
細
に
つ
い
て
は
、
朝
日
町
役
場
総
務
課
ま
た
は
泊
病
院

事
務
室
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い。

間
利
凶
十

九
年
十
一

月
上
旬

（
応
募
者

に
そ
の
都

度
通
知
し

ま
す
。
〉

一一・・－・・－・・－・・－・・－.. -・・-・・-・・-・ 

毎年挙行される成人式における服 包

装については各地でいろいろ論議さ ！

れております。 ！ 
i 朝日町においては、成人式の意義 ！

iが住民各位や成人者自身に充分ご理 ！

i解され、とこ10年程そうした問題は ！

iなりをひそめておりましたが、昨年 l
i度は和服特に高価な訪問着を着て参

i加るす人がや』 伺立ちました。． 子を持つ視としてわが子に精着を

着せて式場におくりたい、本人もま

た美しく着飾って式場にのぞみ、多

くの人に見てもらいたい。とれは人

間の本能ですし、また、その気持は

充分わかります。

！ しかし、その華麗な晴着を着てい

lる人達の陰でわびしい思いをしてい

lる人達もいる乙とも知ってくださ

ζの人達は成人式そのものに疑問

をいだき意義ある成人式に問題をの

こすことになります。

成人式の式場が晴着の＝ンクーfレ

の場となり、成人式本来の意義が失

なわれてはいけないと思います。 l 
I 明日の日本、新らしき住界を担う l
．青年が「おとなになったととを自覚 l

し、みずから進んで生き按乙う」と i
する『心の晴着』を着て社会の一員 i
としてスター卜するととに成人式の i
意義があると思います。 ｜ 

『着飾るよりも心に晴着剖どうi
ぞご協力くださるようお願いいたし ；

ます。 i 

教育委員会 ！ 

」一一・一一一一一一一！

着飾るよりも
j山の晴着を

~；~：~j－~~~渋s~

助
産
婦
、
看
護
婦
、
准
看
護
婦

応

絡

’E 
資

薬

剤

師

薬
剤
師
法
に
法
づ
く
薬
剤
師
の

免
許
を
現
に
合
し
て
い
る
者
ま

た
は
、
昭
和
．
立
十
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
に
受
験
資
格
を
取
得

見
込
の
者

免

資

許

助

産

婦

保
健
婦
、
助
産
婦
、
看
護
婦
法

に
基
づ
く
助
産
婦
、
看
護
婦
及

び
准
看
護
婦
の
い
ず
れ
か
の
免

許
を
現
に
有
し
て
い
る
者
、
ま

た
は
昭
和
五
十
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
に
受
験
資
格
を
取
得
見

込
者

看

護

婦

准
看
護
織

若

干

格

年
昭
和
二
十
五
年

四
月
二
日
以
降

に
生
ま
れ
た
者

昭
和
二
十
年
四

月
二
日
以
降
に

生
ま
れ
た
者
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町日朝
年 85才以上パーz、
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山
崎
市
次
郎

大
井
久
次
郎

板

政

よ

し

藤

井

削

松

谷

口

ゑ

と

水

品

か

ね

般
原
孫
七
郎

谷

ち

ょ

大

井

久

次
郎

熊

取

し

り

水

品

み

よ

花

房

ふ

み

浜

川

こ

と

田

中

ち

い

水

島

は

る

尾

山

す

て

水

島

清

免
詰書諸

君ミ
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中中宮平赤 E 境平金 谷蛭境小上梢i山舟
三 三 樹 水 崎川

町 寄崎柳 川 耳 柳山 谷 更尾町新新 1

// // // // // // // // // // It // // I／ グ イアグ 1

26 ?5 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 I 0 I 

小
在
池

塊
I
仇ーヵ
J
リ
γ
l
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A
N
i
l
 

蜂

谷
羽

入

金

山

花

開

金

山

辻
岩
崎

月

山

月

山

上
横
尾

殿

町

蛭

谷

下
山
新

長

野

不
動
堂

九

竪

も

よ

一
回

氷
山
凶
つ
な

一
印

刷

内

カ

ヨ

一
回

レ
υ

1
1

「ノ

、

『

門
3

4
4
け

い

＋
4

’ν
－o口

長

時

き

よ

一
目

清

水

は

る

一
田

町
広

・1

、4

、
戸r
－n
コ

己
『

μ
肱

ぬ
ω
vl
一nx
u

門

口

い

さ

一
日間

水

野

な

つ
一

回

沢

田

ょ

せ

一
回

河

村

ち

ょ

一
郎

品

端

ふ

さ

一
郎

古

市

つ

よ

一
町

制
松
原

さ
と
一
一
町

西

吊

っ

た

一
町

川

上

庄

平

一
町

水

井

磯

吉

一
町

町

長

一
役

一
朝
日
町
社
会
繍
祉
協
議
会
長

川

擁

一

一
一

一査

一
朝
日
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長

明
口
町
議
会
議
長

一

一

酒

井

栄

一倹
一
朝

日

：

グ
叩

一
竹

内

幾

よ

一
関

一
笹

川

。
日

一
折

作

ら

よ

一
回

一
恒

川

。
ロ

一
水

山

内

松

一
関

一
涜

。
日

一
向

木

ふ

て

一
回

一
一山

町

。
同

一
広

山

す

て

一
一回
一
草

野

。
山

一
一
線
対
伽

次
郎

一
目

一
山
川
一
助

。
山

一
松

下

弘

一
回

一
ー小

児

九
日

一
米

丘

一
太

一
回

一
蛭

谷

グ
問団

白
川
上
タ
ケ

ヨ

一
回

一
長

野

hv
旧

川

久

保

ち

ょ

一
部

一
…
附
保

。
川

一
小

野

m
wナ
一
間

切

h
q

引

小

沢

つ

や

一
回

一
山

王

0
2
－
大

平

つ

よ

一
町

一
宵
本
町

。
ぉ

一
浜

川

し

い

こ
町
一
宮

崎

hq
M

一
沢

川

こ

と

一
町

一
月

山

。
ぉ

一
青
木
広
次
郎
一

町

一
桜

町

。
ぉ

一
上

井

い

と

一
町

一
高

畠

判

中
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。
幻

一
板

東

伊

門

h
v
m
A

一
水

品

め

す

庁
却

一
一
例
中
腿
太
郎

。
却

一
長

崎

ち

ょ

十
両

一
空

主

制

朗

h
v
2

一
山

本

れ

い

hq

3

一
水

市

し

け

ρ
4

背

水

と

よ

富

岡

啓

二

寺

旧
竹

次

郎

大

井

き

ゅ

坂
口
由
次
郎

藤

田

千

代

金

井

よ

し

込

尾

つ

ね

回

出

せ

い

大

附

作

造

一
司

5 
。。
7 6 
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31 12 11 10 9 8 民

際

長

イ寸

敬昭

和

四

九

月

＋

85 85 86 86 86 86 86 86 86 86 86 86 86 87 87 87 87 

桜月 下赤三井金東横車境問境蛭上中下
山積枚の 草 三保 道横

町新尾川橋口山野道許 越 谷下町尾

!//////// //// 

13 12 11 10 9 8 

l大大福山青氷水山町村山碕

j寵井地4烏見山自熊本尚北；丘川片J7K 

l豊いい 言い すは次とひく次し龍似 t_ll、っ

ー吉とゑ 門の い る郎くさら良IIの 蹴 作 古 よ

185 85 86 86 85 86 86 86 86 86 86 86 86 87 87 87 87 

l羽金 東舟羽西東小 最 中本金姪赤 殿 竹 金

｜ 長川 下車在 の
入山 町新入町野池町町町山谷川町内山

。ィ・／／ // // // 

2 i河3029 28 27 3 4 
h
q
r

コ6 
。
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老
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設竹山村双丸山椀櫛 古 肖／J、｜一勧－竺一一元
村内 lIi上）｜｜ 問 ｜岡沢谷川向森

つ新ぎっしゃ鯨りみな し

ね造よ る の い嗣てよ み ー か

の
十

九

五

日
I/ // // // // // Jケ ノク ////1/4// 

26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 

時小

島

新

造

内

ぬ

よ

し

加

藤

は

よ

永

口

服

古

藤

間
・
む
と

谷

い

と

回収

附

あ

や

加

藤

す

て

水

島

久

松

折

谷

い

と

藤
田
文
右
エ
門

雨
前
一
す

え

山

崎

み

よ

日

朝

日

町

朝ク

ラ

ブ

作品・鯛

日

85 8'.i 85 85 85 85 85 85 85 85 85 85 85 

舟崎 j社笹宮本蛭辻三花宮本宮
川 川 岩 枚
新 ；］＜ 新川崎 lllJ谷崎楠房 崎町崎

(8) 

町

老

人

連

合

会

住

民

課

85 85 85 85 85 85 85 85 85 85 85 85 

中笹東繰中間 l飯柳官岱羽世
道 下三内 主
ト川 IHJ塚山 lllT塚 FU占旧人川
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0 0 まで
でた外りどす
すりか出の 。－－

0 rmら米地 本
凶のま話 の
ど協すか 電
ぅ話 。ら 話・
しをでに
の 他も附
mのかれ
，市 ittl けま
も阿たで
Hにり つ
illま受け
白わけら
イヒし た れ

－盟E霊園理畠

書
籍
小
包
及
び
外
国
小
包
料
金
は
、
窓

口
で
お
た
す
ね
く
だ
さ
い
。

な
お
、
長
さ
、
師
、
厚
さ
の
合
計
が

一

米
を
こ
え
る
も
の
は
、
アれ別
別
で
す
。

一郵
便
局
だ
よ
り
一

国

鉄

だ

よ

り

踏切でエンス

なったら

まず非常ボタンを抑して列 車を止める 4こ

とが第 1です。

列車を止めても被害がない場合は、列車

を止めた損害賠償は請求されません。

卜 などにより ~lが!WJかな く

十
月
一
白
か
ら

。
お
年
玉
っ
き

年
賀
は
が
き
の
発
売

十

一
月
五
日
か
ら
昭
和
五
十
年
別
お
年

玉
っ
き
年
賀
は
が
き
を
発
売
し
ま
ず
か
ら

お
賀
求
め
下
さ
い
。

小
包
郵
便
料
金
ガ

次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
定
。

O
ミ
ニ
ス
ピ
ー
カ
ー
で
家
巾

一
度
に
呼
出

し
も
出
来
ま
す
。

麓
滋
綴

務護 ｜ 普 通 小包
採紀 務 ｜ ， 

取 9111＼務？＼・引1句I'.. ~.，..J 3句I•句 J s均 16句
審議 ｜あて地 ＼ ＼｜ ま寸 宣明 まで｜ まで1まで｜ きで

（乍の 綴｜叫 －；－μii一寸----μjI-Pi 1-----pj I寸
業 有 務 ｜第 11市内I2sol 3001 3'.lol 4001 4soi soo 

長 ； i 国三位凪詞亙l亙ム：~－；
集か 援｜第2池帯I4so1 .. ?X91日QI剣訓809

川 署警 ｜第3地帯｜ I ,-.,nl I I I 
物 I I 55引62016901 7601 8301 900 
援護綴務務義務務緩

六 援護
月 、女男 援護ホ
に休子子警護
四日 瀦ム
日 三 回整理 テ
問 、 、滋 ν

四 o ~ ホ
間 二 綴 ン
0 9. ~務 は
flj jLj蕗三

摂語 ヰ入

議号
機 ン
襲警 セ
緩 ッ

警ト
めるが ー 付開ぷ各及 く（ 襲 。 。

飽毎雪Z 諸説委~~~~挙手堅gw 五毎 I~ 議 毛 筆ぎ；；＇.i~:ti 
話日新。明はがで父制す生る校州新 十日 ｜い 宕 し 2書官ンし 9=し事
（育聞大 由左 な き兄度 。制学お 、間 年新 I0 宍 い ;; ＂ロベ 。にの

き芸誌需5~~.； g~ 'H~日 度 聞｜ 会 ~ 7 i ζ広 尾署
ベ 事本北 つ「 と1提出 資 北予商の東 生奨｜ 1はけ 弱 音明 話や
阿務社区てはが後 な 、 け材Ii校各再 募学｜ 三、設 塙る ス

？局内！~~~き清け~1~ 京 集 生｜ 受会 委 書 5 1ご
上ま 」 で合白 、 年 も十大阪 I JI円海 援 も フ チ イ
ごす にす をブJ住民可作学科l ｜ いト ;;;;; 臼 ト がベ

一 丁。て。返で ！r'4 生 ）入 、 、 ｜ 合保 協 由な つ 1
一 回 q~ 済大なをに学短中 I わ安 ~ に音 いト
二 美 込 す 学ど受新を大京 せ部 欄 出色 ての

。10月1日から小包郵便料金が次の

ように変りました。

一
部
屋
に

一
台
の

新
し
い
時
代
の
新
し
い
電
話

機
ホ
ー
ム
テ
レ
ホ
ン
を
儲

ひ 。さ

(9) 

スポーヅの秋， ．食欲の秋…・・・そして行楽の秋。紅葉を求めて旅

にでる。紅葉に見とれながら、ここらで一服つけようか。

ないっ．ノ・ポケットにタバコがない。あわてて近くの売店へ、こ

んな経験のある方はいませんか。私なら、きっと旅に出る時必

弘I分買ヮていきます。 〈税務課〉

あ

fこ
11・’ 

う
ち
二
日
間
は
有
給

縦一一一

七
、
旅
費

履
周
期
間
満
了
ま
で
働
い
た
人
に
は
、

佐
彼
笑
貨
を
支
給

481下4月 ！日～49年 3月31日の 1年rH'JでJjOJ日lllT

に 2.743万円のたばこ間貸税が入りました。

E霊童－

旅なれたお方は・・・・

タバコを朝日町で

買ってからでかけます

昭和32年 8}j 8回 一
・第 3 11’E便物~可 ・ ・ － μ入

一
、
仕
事
の
内
容

み
か
ん
を
木
か
ら
取
り
、
運

殿
、
選
果
、
箱
詰
、
荷
造

り
、
出
荷
の
作
業

一一
、
就
労
期
間

卜

一
月
中
旬

i
十
一
一月
下
旬

一一；
応
募
で
き
る
万

男
女
と
も

一
八
才

t
五
七
才
ま
で
で、

農
耕
の
経
験
が
あ
り
、
身
体
が
健
縦

四
、
労
働
時
間

午
前
七
時
l
午
后
五
時
ま
で

（
実
働
八
時
間
＋
残
業

一
時
間
を
合
む
）

五
、
賃
金

住
込
食
事
付

八
、
附
込
万
法

魚
除
公
共
職
業
安
定
所
、
各
地
収
股
協

へ海海
上上

｜保保

伏 向 11I国学 安安
木｜出｜月和 生字 大

x~Wi~ii 警 校学
保町 10栗
安 11 月｜
部 ~ i 5 I 

15 円

受
付
期
間

受
付
場
所

試

験

日

第
1
次

第
？
次

ロ
月
7
日
i
8日

昭
和
叩
年
2
月
6
日

t

守，・
4
E
a

’E’



昭和49年 10月10日
ひ ・ーーー鍍230号 一一一一一一 月刊 〈毎月10日発行〉・・・・

みんなの
図書館

込

の
の

1［、
も

本は
たベ

図
書
館
の
本
の
貸
出
し
関
覧
は

ー
家
族
十
る
み
で
ど
う
ぞ
｜

図
書
館
は
み
な
さ
ん
の
読
書
の
広
場
で

す。お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

。
利
用
の
し
か
た
。

図
書
舘
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
ど
遠
慮

な
く
係
員
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

図
書
館
の
本
は
借
り
て
家
で
読
め
ま
す

手
続
は
簡
単
で
す
。

一
回
に
二
冊
ま
で

一
週
間
借
り
ら
れ
ま
す
。

さ級 一…ー あ

。
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
や
話
題
の
本
は
、
貸
出

中
の
と
き
が
あ
り
ま
す
か
ら
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。

昭和32t¥8 Jl 8目 」

!83種郵便物認可.........ー一一一 一・・ ...... ）.ム

。
図
書
館
山
い
あ
る
主
な
雑
誌
と
新
問
。

門
雑
鈷
】

文
芸
春
秋
、
中
央
公
論
、
暮
し
の
手
帖
、

家
庭
園
報
、
婦
人
ク
ラ
ブ
、
主
婦
の
友
、

実
業
の
日
本
、
キ
ネ
マ
旬
報
．
ニ
ュ
l

ハ

ウ
ス
、
旅
、
ア
サ
ヒ
‘
グ
ラ
フ
、

週
刊
朝
日

蛍
雪
時
代
、
子
供
の
科
学
、
女
学
生
の

友
、
小
説
、
シ
ュ
ニ
ア
、

【
新
聞
〕

朝
日
新
聞
（
昭
和
目
年
1
月
か
ら
保
符
）

北
日
本
新
聞
（
昭
和
引
年
1
月
か
ら
似
仔
）

富
山
新
聞
ハ
昭
和
初
年
1
月
か
ら
昭
和
刊

年
口
月
ま
な
保
存
）

広
報
あ
さ
ひ

（
創
刊
号
か
ら
全
号
保
存
）

県
報

（
昭
和
お
年
9
月
か
ら
保
存
）

。
開
館
時
間

午
前
八
時
三
十
分

t午
後

五
時
〈
日
曜
日
午
前
八
時
三
十
分

t正

午
〉
〈
月
曜
、
祝
祭
日
は
休
館
で
す
）

（
電
話
一ニ
llO五
七
四
）

たすけあい
コ
赤
い
羽
犠
」

共
同
券
金
運
動
は
十
月

一
日
か
ら
n
た
す
け
あ
い
を
と
だ
ま
さ
せ

よ
う
ρ

を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
全
国
い
っ
せ
い

に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

世
の
中
の
．
不
幸
を
な
く
し
、
み
ん
な
が

し
あ
わ
せ
で
あ
る
よ
う
に
と
い
う
願
い
を

乙
め
て
、
昭
和
二
十
一
一
年
か
ら
毎
年
つ
づ

け
ら
れ
て
い
る
国
民
た
す
け
あ
い
運
動
で

す。
今
年
も
ま
た
町
内
会
を
通
じ
お
願
い
を

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ま
の
深
い
ご
理
解
と
温

い
善
意
に
よ
っ
て
と
の
運
動
の
目
的
が
達

成
で
き
ま
す
よ
う
ど
協
方
を
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

富
山
県
の
共
同
募
金
目
標
額
は
本
年
度

一ニ．五

O
O万
円
で
昨
年
度
よ
り
一
六
%

余
り
地
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

朝
日
町
の
本
年
度
の
秋
期
券
金
の
目
隙

額
は

｝
…町帯
当
り

共
岡
山
保
金

更
生
保
護
事
業
資
金

社
会
福
祉
協
議
会
開

五二五
0 00  
円円円

二
二

O
円

み
l－F

”
 

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
瓶
い
発
意
の
御
協
力

を
意
ね
て
お
願
い
w
申
し
あ
げ
ま
す
。

学校設備教材備品

等の寄付者芳名

ネし

ご寄付の

お

O
泊
小
学
校
へ

道
下
道
府
勇
氏
か
ら
立
葵
木
琴
一

台
、
デ
ス
ク
オ
W
ガ
ン
二
台

泊
中
川
稔
失
氏
か
ら
サ

ッ
カ
ー
ゴ

ー
ル
ネ
ッ

ト

O
宮
崎
小
学
校
へ

宮
崎
九
里
勝
太
郎
氏
か
ら
小
型
ヨ

ッ
ト
一
般

宮
崎
水
島
佳
子
氏
か
ら
図
工
資
料

陳
列
一
戸
棚
二
本

朝
日
町
善
意
銀
行

次
の
か
た
が
た
か
ら
、
朝
日
町
発
怠
銀

行
へ
貴
重
な
善
意
を
預
託
ぎ
れ
ま
し
た
。

こ
乙
に
厚
く
お
孔
申
し
あ
げ
ま
す
。

強
万
円
也

上

町

柚

木

文

次

般

社
会
制
祉
の
増
進
に
役
立
て
て
下
さ
い

と
持
参
さ
れ
た
も
の

衣
類
（
子
供
用
〉
五
十
点

宮
本
町

大

平

民

子

般

車
ま
れ
な
い
子
供
述
の
た
め
に
役
立
て

て
下
さ
い
と
持
参
さ
れ
た
も
の

（
昭
和
四
十
九
年
九
月
十
五
日
現
在
）

O
山

崎

九

里

清

美

O
殿

町

初

回

保

O
殿

町

角

丸

貴

之

O
殿

町

大

井

邦

博

O
月

山
西
村
錦
之

O
月

山

寺
出
態
和

O
月

山

永

井

嘉

隆

O
月
山
長
谷
川
勇
一

O
下
山
新
野
村
敏
夫

O
下
山
新
凶
島
義
秋

O
大

家

圧

石

橋

昇

。

横

水

加

納

秀

昭

O
金

山

大

井
一
先

O
桜

町

舟

見

芳

政

O
道

下

菊

地

信

幸

O
道

下

無

坂

菊

光

O
道

下

谷

口

直

行

O
東
草
野
小
坂
幸
雄

O
笹

川

竹

内
益
裕

O
宮

崎

水

島

誠

O
境

水

島

謙

吾

O
境富

山
市

O
舟
川
新

仰
縄
県

水

島

盛

夫

小

林

昨

子

沢

田

行

政

前

回

照

子

。
平

棚

名
古
嵐
市

平

沢

留

義

伊

藤

吉

枝

（お
す
こ
や
か
に
）

（
お
し
あ
わ
せ
に
）

長二二長 二 長二二長長長長長長長長 二二 長長長
男男女男男女男男女女男男女女女女男男男’男男

松克 達慎畠友寛瑞昭 幸昭美千尚誠修直真
保

緑典希嗣也代城 則穂子誠匠代子子裕晃 二 ｝規吾

『
，，

E
4
1

・0
4

(l!ゆ

（お
く
や
み
・申
し

あ
げ
ま
す
）

を員定芸員~~完完袋容定寝室
川町山 illlJ<谷野山 山町保保 保 崎

松
本
蕗
右
衛
門
（
臼
）

本

村

サ

ト

（部）

原

は

る

（

白

）

殿
村
い
と
（
日
〉

吉

田

ち
ょ
（
邸
）

草
野
誠
治
（
臼
）

吉

井

は

な

（

η
）

川
土
ち
よ
（
刊
）

北
山
広
吉
（
部
）

林

チ

ヨ

（

η
）

沢
岡
ち
い
〈
卯
〉

金
吉
と
き
（
刊
）

間
関
孝
作
（
河
）

小
林
稔
（
川
町
）
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l本年累計 マタ
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日

町

役

場
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両

国

印

刷

十

－
一
円

六

円

九
三
九
｜
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